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※歳入・歳出ともに表示単位未満を四捨五入しています。端数処理のため合計額は一致しないことがあります。

　  財政課
　　TEL23・5113

市税は４％減の207億円
歳入の３割近くを占める市税は、前年
度と比較して3.7％、７億8,637万円の
減でした。このうち個人市民税は、個
人所得の減少により13.0％減の63億
8,985万円、法人市民税は景気に一定
の回復基調が見られたため25.7％増の
16億5,597万円でした。

地方交付税は10％増
　市税に次いで２割以上を占める地方
交付税は、地方財源の充実を図るとい
う国の方針により、前年度比10.4％、
14億6,463万円の増でした。

市債は17％増
　市債は、前年度と比較して16.6％、
11億1,700万円の増でした。増額の主
な理由は、施設用地の購入や小中学校・
市道の整備などに活用した合併特例債
が増えたためです。市債の９割以上は、
返済に対する国の支援が手厚い合併特
例債と普通交付税の不足分を埋めるた
めに発行する臨時財政対策債です。

３割弱を占める民生費が
20％の増
前年度から大きく伸びた民生費は、
子ども手当支給事業、国民健康保険
事業特別会計への繰出金が増えたこ
となどにより、前年度比20.0％、31
億8,046万円の増でした。

総務費、衛生費は
10％以上の減
　総務費は、定額給付金給付事業の
終了、市税還付金が減ったことなど
により、前年度と比較して10.4％、
10億5,011万円の減でした。衛生費
は、総合保健センター建設事業の終
了などにより、11.8％、５億4,432
万円の減でした。

平成22年度は前年度に引き続き、地域経済を支えるための経済対策事業や、雇用・就労の機会
を創出するための雇用対策事業に取り組むとともに、子ども手当の支給や学校等の施設の建設な
どの様々な施策を実施しました。

市税
207億1,479万円
（28.4％）

地方交付税
155億478万円
（21.3％）

その他
99億3,217万円（13.6％）
（施設の使用料や各種
証明手数料など）

市債
78億3,010万円
（10.8％）

県支出金
34億1,459万円（4.7％）

諸収入
84億9,399万円
（11.7％）

【市税の内訳】
固定資産税 101億3,828万円
市民税 80億4,582万円
都市計画税 12億3,653万円
市たばこ税 ８億9,969万円
軽自動車税 ３億4,911万円
入湯税 4,536万円

歳入合計
728億3,761万円
（前年度比2.3％増）

【地方交付税の内訳】
普通交付税 140億7,019万円
特別交付税 14億3,459万円

自主財源 49.7％

依存財源 50.3％
国庫支出金
69億4,719万円
（9.5％）

歳出
議会費
３億3,740万円
（0.5％）

民生費
191億31万円
　　（27.4％）

土木費
104億3,961万円
　　　（15.0％）

教育費
71億6,347万円
　　　（10.3％）

商工費
57億8,819万円
　　　（8.3％）

総務費
90億1,672万円
　　 （13.0％）

衛生費
40億8,019万円
　　　（5.9％）

農林水産業費
29億5,004万円
　　　（4.2％）

消防費
18億2,349万円
　　　（2.6％）

労働費
３億65万円（0.4％）

災害復旧費
２億4,359万円（0.4％）

公債費
83億7,113万円
　　　（12.0％）

歳出合計
696億1,477万円
（前年度比1.8％増）

歳入

歳入は2.3％増の728億円
歳出は1.8％増の696億円

自主財源：市税、使用料など市が自主的に得られる財源
依存財源：地方交付税、国・県支出金、市債など国や県の基準

によって定められた額が交付される財源
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会計事業名
決算額

各　事　業　の　あ　ら　ま　し
歳入 歳出

土地取得事業 ９億2,700万円 ９億2,700万円 土地等の取得に関する経費
○カネボウ丸子工場跡地取得事業　用地　29,796㎡　８億8,129万円

塩田有線放送電話事業 4,803万円 3,793万円 塩田有線放送の管理運営、広報事項の伝達など
（22年度末で事業サービスを停止）

交通災害共済事業 3,906万円 3,896万円 会員が万一交通事故にあった時、見舞金を支払う助け合いの制度の運営
（22年度から長野県民交通災害共済組合に移行）

同和地区住宅
新築資金等貸付事業 7,410万円 7,390万円 住宅新築資金などの貸付事業

国民健康保険事業 152億4,497万円 150億3,090万円 自営業など他の健康保険に加入されていない方々のための医療保険事務
（74歳までの方への医療費の給付） ○被保険者数　42,188人

老人保健事業 6,008万円 6,008万円 20年度から後期高齢者医療制度へ移行しました.。
19年度までの医療給付精算事務（22年度末で終了）

後期高齢者医療事業 14億7,933万円 14億7,772万円 高齢者（75歳以上）および65歳以上の一定の障害のある方を対象とした
医療保険の保険料徴収等事務　○被保険者数　22,702人

介護保険事業 124億4,640万円 122億3,704万円
介護予防が必要な方および介護が必要となった方への保険給付ほか
介護保険運営事務
○第１号被保険者数　41,036人　○保険給付状況　116億1,597万円

社会福祉授産事業 6,040万円 6,009万円 障害を抱えた方一人ひとりの能力や希望に沿った就労の支援
（上田・武石の2事業所）

駐車場事業 １億8,741万円 １億8,731万円 上田駅お城口・温泉口にある市営駐車場の管理運営

市街地再開発事業 １億4,971万円 １億4,961万円 上田駅前ビル・パレオの管理など

武石診療所事業 １億5,080万円 １億3,350万円 24時間往診体制をとっている公立の診療所（内科・外科など）

合　　計 308億6,729万円 304億1,404万円

特別会計
特別会計とは、特定の事業や資金などについて、その収支を明確にするために一般会計と分けた会計で、上田市には
12の特別会計があります。
特別会計全体の決算額（歳出）は、前年度と比べると7.3％、21億円の増となりました。これは、土地取得や国民健康保険、
介護保険の事業費が増えたことが主な理由です。

［歳入］309億円　［歳出］304億円

公営企業会計

※収益的収支：人件費、施設の維持管理費、減価償却費など経営活動に必要な経費
※資本的収支：施設の整備・投資、借入金の償還金などの費用

事　業　名
収益的収支※ 資本的収支※

収　入 支　出 収　入 支　出
水道事業 27億2,708万円 24億2,178万円 ４億3,143万円 10億4,847万円

公共下水道事業 49億8,968万円 47億3,786万円 13億5,819万円 36億2,954万円

農業集落排水事業 12億3,987万円 13億2,951万円 ２億9,034万円 ７億3,529万円

産院事業 ３億5,334万円 ３億7,993万円 ２億6,703万円 ２億8,928万円 

真田有線放送電話事業 5,934万円 4,632万円 ８万円 141万円 

合　計 93億6,931万円 89億1,540万円 23億4,707万円 57億0,399万円

公営企業会計とは、料金などの収益によって運営される会計です。
企業会計全体の決算額（歳出）は146億円で、前年度と比べると20％、37
億円の減となりました。

［歳入］117億円　［歳出］146億円市　債
市では、学校、道路、下水道などの公共
施設の整備をする場合に市の借金にあた
る市債を活用しています。財政負担を複
数の年度に分けることにより、計画的な
財政運営を行うことができます。

［現在高］1,547億円

◎市債の年度末現在高
区　分 平成22年度末 平成21年度末

一般会計 682億5,337万円 677億0,784万円

特別会計 14億0,555万円 16億9,543万円

企業会計 850億1,854万円 879億9,119万円

合　計 1,546億7,746万円 1,573億9,446万円

基　金 市の貯金ともいえる基金は、平成22年度合計で23億5,144万円を積み立て、
８億5,473万円を取り崩して、事業実施のために活用しました。［現在高］203億円

区　　　分 概　　　　　　　　　　　要 平成22年度末 平成21年度末

財政調整基金
災害など不測の事態や将来の大きな事業に備えて、財政の健全な運営のた
めに積み立てる基金

33億4,205万円 32億8,505万円

減債基金 公債費の償還を計画的に行うための基金 31億5,931万円 25億5,931万円

その他の特定目的基金 事業の実施など特定の目的のために積み立てる基金（例：地域振興事業基金） 115億0,715万円 106億6,761万円

定額運用基金
土地の取得など特定の目的のために定額の資金を運用する基金(例：土地開
発基金）

22億5,060万円 22億5,043万円

合　　　　　　　　　計 202億5,912万円 187億6,240万円
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～ごみ処理や健康づくりなどのために～

衛生費［41億円］
○ごみ処理事業（収集・処理委託など） …………５億2,140万円
○予防対策事業（予防接種の実施など） …………２億4,912万円
○周産期医療緊急対策事業…………………………２億0,600万円
 医師確保のため、医学生の修学資金貸付、産院の医師報酬の補
助などを行いました。
○環境衛生事業…………………………………………… 8,109万円
 太陽光発電システム設置に対する補助、環境美化監視員による
パトロールなどを行いました。
○内科・小児科初期救急センター管理運営事業……… 5,437万円
　平成22年４月から小児科に加えて、内科を開設しました。

～子どもたちの教育などのために～

教育費［72億円］
○塩田中学校改築事業（屋内運動場、プール建築主体工事など）
 　　　　　　………………………………………６億6,078万円
○武石小学校屋内運動場改築事業…………………３億6,405万円

○傍陽小学校校舎改築事業（管理・普通教室棟） ３億5,510万円
○真田図書館整備事業………………………………３億2,047万円
 平成20年度から整備を進めてきた真田図書館が平成22年11月
19日に開館しました。
○丸子図書館整備事業………………………………２億1,220万円
○私立幼稚園就園奨励費補助金………………………… 9,608万円
○児童生徒相談援助事業………………………………… 6,622万円
　悩みをもつ児童生徒や保護者への支援のための「心の教室相談
員」と、特別な支援を必要とする児童生徒に対する支援のため
の「特別支援教育支援員」を小中学校へ配置しました。

○上田市長和町中学校組合負担金……………………… 4,942万円

～農業・林業の振興のために～

農林水産業費［30億円］
○土地改良事業（農道整備、水路改修など） ……３億5,418万円
○松くい虫防除対策事業……………………………１億7,931万円
○農業振興事業…………………………………………… 8,615万円
　平成22年４月にスタートした「戸別所得補償モデル対策」の制
度周知と加入促進を図るとともに、遊休農地の再活用、未然防
止のための補助金の支給などを行いました。

○市有林・民有林整備事業……………………………… 7,171万円
 国の補助金や森林づくり県民税を活用した間伐などにより、里
山などの森林を整備しました。

○室賀温泉ささらの湯改修工事………………………… 6,347万円

～雇用の促進と労働者福祉のために～

労働費［3.0億円］
○労働者福祉事業……………………………………１億6,306万円
 労働者が安心して働ける職場環境の整備や福利厚生の向上のた
め、退職金共済掛金の助成や、住宅建設資金や生活資金の融資
などを行いました。

○雇用対策職業訓練事業………………………………… 6,874万円

～借りたお金の返済のために～

公債費［84億円］

～公共施設などの復旧のために～

災害復旧費［2.4億円］
　平成22年７・８月に発生した豪雨災害で被害を受けた道路、農
地の復旧工事などを行いました。

入湯税および都市計画税の使いみち
●入湯税は、温泉のある市町村が、観光施設の整備、観光振興、
消防施設などの整備、環境衛生施設の整備などに要する費用に
充てるため、入湯客に納めていただく目的税です。

【入湯税4,536万円の主な使いみち】
○観光施設の整備…………………………………………… 218万円
　共同浴場整備
○観光振興（観光施設の整備を除く） …………… １億4,260万円
　別所温泉旅館組合補助金、丸子観光協会補助金、真田地域広告
料、武石地域夏祭り事業ほか
○消防施設などの整備…………………………………… 3,659万円
　消防車両整備、消防水利整備
○環境衛生施設の整備…………………………………… 7,528万円
　特定環境保全公共下水道（西内処理区）公債費ほか

●都市計画税は、都市計画事業などに要する費用に充てるため、
都市計画区域内の土地、または家屋の所有者に納めていただく
目的税です。

【都市計画税12億3,653万円の主な使いみち】
○街路の整備………………………………………… ２億6,807万円
　南天神町常田線、櫓

やぐら

下泉平線ほか
○公園の整備………………………………………… １億2,592万円
　信州国際音楽村周辺公園整備ほか
○下水道の整備……………………………………… ９億4,608万円
　上田処理区、南部処理区、丸子処理区ほか
○上記事業の地方債償還…………………………… 45億5,101万円

間伐　実施前 間伐　実施後

内科・小児科
初期救急
センター

武石小学校
屋内運動場

　に使う場合は教育費、というように目的別に区分しています。
　介します。
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農林水産業費

18,562円

公債費

52,673円

人口：158,926人
（平成23年４月１日現在）

平成22年度は、１年間に一人あたり
 約44万円が使われています。
主な費目を紹介すると右のように

なります。

皆さんの納めた市税は

一人あたり約13万円でした。

～市の全般的な事務のために～

総務費［90億円］
○交流・文化施設基金積立金……………………………… ９億円
 大・小ホール、美術館、交流施設、緑地・広場など様々な機能
を併せ持つ交流・文化施設の建設費や運営費の負担を軽減する
ため、基金の積み増しをしました。
○防災行政無線設備整備事業（無線機357台など） ２億2,755万円
○塩田地域自治センター整備事業…………………２億0,986万円

○東日本大震災および長野県北部地震の被災地への義援金、 救援
物資など………………………………………………… 5,611万円
○わがまち魅力アップ応援事業（104件） …………… 5,122万円

～商工観光の振興のために～

商工費［58億円］
○ 中小企業金融対策事業（中小企業の資金繰り支援、利子補給な
ど）…………………………………………………49億4,799万円

○ 観光施設管理事業（クアハウスかけゆ、菅平高原スポーツラン
ドの管理委託など）………………………………１億6,503万円
○商工団体支援事業……………………………………… 8,518万円
 商工会議所・商工会への補助や、商店街のイベントやプレミア
ム商品券などの事業への補助などを行いました。
○工業振興事業…………………………………………… 5,642万円
 新技術開発や販路拡大に向けて取り組む企業への助成、補助な
どを行いました。
○ 市民まつり事業（上田城千本桜まつり、丸子ドドンコ、真田ま
つり、武石夏祭りなどの負担金）…………………… 5,213万円

～救急・消防のために～

消防費［18億円］
○消防施設整備事業（耐震性貯水槽・消火栓の新設・改修など）
 　　　　　　…………………………………………… 6,115万円
○消防団施設整備事業…………………………………… 5,671万円
 災害時に迅速・円滑に対応するため、消防団活動の拠点となる
分団詰所を新設、改修しました。

～福祉や子育て事業のために～

民生費［191億円］
○子ども手当支給事業……………………………  27億4,889万円
 子ども手当の創設に伴い、中学校修了までの子ども一人につき、
月額13,000円を支給しました。

○障害者自立支援給付事業（施設給付費、居宅介護等支援給付費
など）………………………………………………18億7,474万円

○民間保育所運営助成事業（市内10か所） ………13億0,038万円
○福祉医療費給付事業………………………………６億8,709万円
 子育て家庭の医療費負担軽減のため、給付対象を入院費は中学
３年生まで、通院費は小学校3年生までに拡充しました。 …

○放課後児童クラブ運営事業（市内26か所） ……１億8,868万円
○介護予防・生活支援事業（家庭介護者慰労金、生きがい対応型
デイサービス事業委託など）……………………１億7,689万円

○保育所施設整備事業（建物や遊具の改修など） …… 4,964万円
○災害支援金支給事業（67件） ………………………… 2,340万円
○地域子育て支援拠点事業……………………………… 1,365万円
 中央子育て支援センターを新設するとともに、武石児童館にお
いて児童館型ひろば事業を新たに開始しました。

～道路や河川などの整備のために～

土木費［104億円］
○市道新設改良事業（上田橋中島線ほか） ……  18億1,608万円
○道路維持事業（小沢根線ほか） …………………４億8,544万円
○交通安全施設整備事業（黒坪長島線ほか） ……３億9,670万円
 歩行者の安全と交通の円滑化を図るため、歩道を整備し交通安
全対策に努めました。

○ 交通運輸対策事業（別所線対策、廃止路線代替バス運行費補助
ほか）………………………………………………２億7,657万円

○街路整備事業（櫓
やぐら

下泉平線ほか） ………………２億6,971万円
○市営住宅改修事業（桜台団地下水道接続ほか） １億7,309万円
○都市公園整備事業（信州国際音楽村周辺公園ほか）
 　　　　　　………………………………………１億1,183万円
○河川用悪水路改修事業（神科台排水路ほか） ……… 8,320万円
○景観整備促進事業（公共サイン整備事業ほか） …… 4,364万円
 誰もが安全に安心して市内を移動できるように公共サイン（案
内表示）を整備しました。

一般会計の主な使いみち

市民一人あたりでみると・・・
総務費

56,735円

民生費

120,184円

衛生費

25,674円

土木費

65,689円

消防費

11,474円

教育費

45,074円

36,421円

商工費

※その他の費目
＝議会費、労働
　費、災害復旧
　費の合計
　5,547円

歩道のカラー舗装
市民協働により、歩道の
無い道路にペンキを塗
り、歩行者の安全確保に
努めました。

塩田地域自治
センター

市の予算は、道路の建設のために使う場合は土木費、教育のため　　
ここでは、この区分ごとに、平成22年度に実施した主な事業を紹　　
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地方公共団体

一部事務
組合・広
域連合

地方公社・
第３セク
ター等

一般会計 特別会計
うち公営企業会計

一般会計等（普通会計） 公営事業会計

実質赤字比率 資金不足比率

連結実質赤字比率

実質公債費比率

将来負担比率

平成22年度の財政健全化判断比率等の状況
健全財政を維持しています

項　　目 単位 20年度決算 21年度決算 22年度決算 指　標　な　ど　の　説　明

財政力指数 0.660 0.652 0.623
行政サービスに必要な経費が、自主的に得られる市税など
の財源でどれだけまかなえているか示します。1に近いほ
ど財政力が強く、財源に余裕があるといえます。

経常収支比率 ％ 89.9 91.7 87.9

使いみちが特定されていない市税や地方交付税などの財
源が、人件費、扶助費、公債費などの経常的な経費にど
れだけ充てられているかを示します。数値が低いほど財
政にゆとりがあり、様々な事業に使う財源を確保するこ
とができます。

地方交付税 万円 132億1,391 140億4,015 155億0,478
全ての市町村で必要な行政サービスが提供できるように
するため、不足する財源が国から交付されます。うち普通交付税 万円 118億1,368 126億8,747 140億7,019

うち特別交付税 万円 14億 23 13億5,268 14億3,459

主要財政指標など　過去３年間の比較（普通会計）

指　標　名
上田市

経営健全化基準 指　　　標　　　の　　　説　　　明
20年度 21年度 22年度

資金不足比率 ー ー ー 20.0% 資金の不足額を営業収益などの事業規模と比較した割合

【公営企業資金不足比率】

指　標　名
上田市 早期健全化

基準※
財政再生
基準※ 指　　　標　　　の　　　説　　　明

20年度 21年度 22年度

実質赤字比率 ー ー ー 11.47% 20.00% 一般会計等の赤字額の割合

連結実質赤字比率 ー ー ー 16.47% 35.00% 公営企業会計を含む全会計の赤字額の割合

実質公債費比率 13.8% 13.1% 11.4% 25.0% 35.0% 公債費や公債費に準じた経費の割合

将来負担比率 137.7% 125.7% 104.6% 350.0% 将来負担すべき公債費や退職金など実質的
負債の割合

【健全化判断比率】

「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」に基づき算定した平成22年度の健全化判断比率と公営企業の資金不足
比率をお知らせします。
上田市はいずれの数値も国の定める基準を下回っており、健全財政を維持しています。

※早期健全化基準：いずれかの指標が基準以上になると「早期健全化団体」となり、財政健全化計画を策定し自主的に財政健全化に取り組むこと
　（イエローカード） になります。
※財政再生基準：将来負担比率を除くいずれかの指標が基準以上になると「財政再生団体」となり、財政再生計画を策定し国の監督の下で財政
　（レッドカード） 再建に取り組むことになります。

実質赤字比率、連結実質赤字比率については、黒字であるため算定されません。

すべての公営企業会計において、資金剰余となっており、資金不足比率は算定されません。
資金不足比率が20％以上になると、経営健全化に取り組むことになります。

対象会計と指標の範囲

土地改良事業により整備した排水路
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平
成
23
年
度
上
田
市
都
市
景
観
賞
が
決
定
し
ま
し
た

　

上
田
市
都
市
景
観
賞
は
、
上
田
市
の
優
れ
た
景
観
の
形
成
に
寄
与
す
る
建
築
物
、
工
作
物
、
広
告
物
な
ど
や
、
地
域
の
優
れ
た
景

観
づ
く
り
に
努
め
て
い
る
団
体
や
グ
ル
ー
プ
、
個
人
を
表
彰
す
る
も
の
で
す
。
10
月
19
日
に
行
わ
れ
た
上
田
市
景
観
審
議
会
で
、
応

募
件
数
12
件
の
中
か
ら
、
次
の
４
件
が
都
市
景
観
賞
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

●㈱サカエヤ店舗
【鹿教湯温泉／建築物（木造平屋）・庭】

施主／久保田寛
ひろし

主な設計者／KYU設計室、㈲アートランド
主な施工者／アトリエDEF
　　　　　　㈲アートランド
鹿教湯温泉の目抜き通りと湯

ゆ

端
ばた

通りの角と

いう立地を生かし、店舗は平屋建てで道路

からゆとりをもって後退し、また、敷地内

に用水を引き込み多くの樹木を植えるな

ど、湯治客も憩える空間を創出しています。

●ゆうすげと蝶の里
【上塩尻／活動団体・花畑】

活動団体／越畑ヒルズの会
住民有志により、耕作されていない農

地の整備活動を続け、現在ではおよそ

２haの土地にユウスゲや蝶
ちょう

の食草など

が植えられ、自然観察や憩いの場とし

て地元の皆さんに利用されています。

●滝澤邸
【武石下本入／建築物（古民家再生）・

生垣】

施主／滝澤誠一
主な設計者・施工者／㈱西沢祐

ゆう
工務店

大正初期の蚕室造りの古民家を再生し

ました。建物の雰囲気を生かしながら

周辺の集落や自然環境との調和が図ら

れ、別棟の蔵や、道路沿いのトガの生

垣とのバランスも見事です。

●水野邸
【前山／建築物（木造平屋）・植栽】

施主／水野良
りょう
次
じ

主な設計者／㈱降幡建築設計事務所
主な施工者／山

やま
共
きょう
建設㈱

木造平屋の住宅が敷地奥に位置し、手

前には庭木が効果的に配され、空間を

うまく利用しています。住宅と植栽に

一体感があり、落ち着いた雰囲気を与

えています。 　  都市計画課
　　TEL23・5127
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昨
年
、
広
報
う
え
だ
11
月
１
日
号
に
掲
載
し
た「
特
集　

夢
に
向
か
っ
て
！

―

上
田
城
復
元
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト―

」。
上
田
城
の
歴
史
に
触
れ
、
櫓や
ぐ
ら

復
元
に
向

け
て
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
な
が
ら
、
そ
の
客
観
的
な
資
料
と
な
る「
古
い
写

真
や
絵
図
を
探
し
て
い
ま
す
」と
い
う
呼
び
か
け
を
し
ま
し
た
。

　

発
行
後
、
櫓
門
や
北
櫓
が
写
る
明
治
初
期
の
写
真
に
つ
い
て
、
多
く
の
方
か

ら
撮
影
者
や
そ
の
時
期
な
ど
の
情
報
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
上
田
城
が

現
在
の
よ
う
な
公
園
に
な
る
ま
で
の
歴
史
に
つ
い
て
も
、
多
く
の
新
た
な
事
実

が
判
明
し
ま
し
た
。

　

今
号
か
ら
連
載
で
、
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
情
報
を
調
査
・
検
討
し
た
結

果
を
、
上
田
城
跡
の
歴
史
に
触
れ
な
が
ら
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

　

今
回
は
、
明
治
か
ら
大
正
時
代
の
で
き
ご
と
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
幕
末
か

ら
明
治
初
期
に
か
け
て
の
上
田
の
写
真
事
情
、公
園
の
礎い
し
ず
え

を
築
い
た
３
人
の「
丸

山
平
八
郎
」、
城
跡
内
二
の
丸
に
あ
っ
た
上
田
監
獄
署
に
つ
い
て
歴
史
を
ひ
も

解
い
て
み
ま
す
。

シ
リ
ー
ズ

上
田
城
の
歴
史
Vol.1

明
治
か
ら
大
正
時
代
の
上
田
城
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（写真右）
戊辰戦争の前に撮影された松平忠礼の写
真。小具足出立の旧式の軍装姿。
（写真中）
前出の写真と同じ頃に撮影された松平忠
礼。洋式軍装で、髷

まげ

を結い大小の刀を差し
ているところに、幕末期の日本人の心情が
表れている。

（写真左）
上田藩で写真技術を研究した大野木左門。

写
真
好
き
だ
っ
た

最
後
の
藩
主
・
松
平
忠
礼

  

写
真
の
撮
影
・
現
像
の
技
術
は
幕
末
に
日

本
に
伝
え
ら
れ
、
多
く
の
大
名
が
写
真
に
関

心
を
寄
せ
ま
し
た
。
最
後
の
上
田
藩
主
・
松

平
忠た
だ

礼な
り

も
そ
の
一
人
で
、
自
身
や
家
族
の
写

真
を
残
し
て
い
ま
す
。
当
時
の
写
真
は
ガ
ラ

ス
に
画
像
を
焼
き
付
け
た
も
の
で
す
。
忠
礼

た
ち
が
撮
影
さ
れ
た
場
所
は
江
戸
や
上
田
と

思
わ
れ
ま
す
が
、
当
時
有
名
だ
っ
た
長
崎
の

写
真
館
で
撮
影
し
た
も
の
も
あ
り
、
忠
礼
の

写
真
愛
好
家
と
し
て
の
一
面
が
う
か
が
え
ま

す
。
撮
影
の
年
代
が
分
か
る
も
の
は
慶
応
４

年（
１
８
６
８
）の
写
真
で
、
戊ぼ

辰し
ん

戦
争
を
前

に
撮
影
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
頃
、
上
田
藩
の
役
人
を
し
て
い
た
大お
お

野や

木ぎ

左さ

門も
ん

は
、
軍
事
や
化
学
、
物
理
な
ど
に

関
心
を
持
ち
、
特
に
写
真
の
技
術
を
熱
心
に

学
ん
だ
人
物
で
す
。彼
が
撮
影
し
た
写
真
や
、

現
像
液
の
調
合
比
率
を
書
い
た
文
書
、
日
本

各
地
の
写
真
師
と
情
報
交
換
し
た
手
紙
な
ど

が
残
っ
て
い
ま
す
。
市
立
博
物
館
が
所
蔵
す

る
藩
主
・
松
平
忠
礼
の
写
真
は
撮
影
者
が
不

明
で
す
が
、
大
野
木
が
撮
影
し
た
も
の
も
含

ま
れ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
に
、
明
治
維
新
の
頃
に
は
、
す

で
に
上
田
に
も
写
真
を
撮
影
・
現
像
で
き
る

人
物
が
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
上
田
の
歴
史

を
考
え
る
う
え
で
も
、
大
変
注
目
さ
れ
る
こ

と
で
す
。

最古の上田城の写真。写したのは誰？
  右下の写真は現在知られている上田城の写真の中では最も古いもので、明治10年（1877）頃に撮影されたものと
考えられています。撮影者が不明で、誰がこの写真を撮ったのかという点について、多くの研究者が調査してき
ました。
　昨年の広報での呼びかけに、「これと同じ写真が我が家にもある」と、何人かの方から連絡をいただきました。
入手した経過を伺うと、「最後の藩主・松平家からいただいた」ということです。
  この写真の撮影者は未だ明らかではないのですが、幕末から明治にかけて、上田には大野木左門のほかにも写
真の撮影・現像に詳しい人物がもう一人いたようです。
　それは、上田で最初に写真館を開業した田中鼎

てい
蔵
ぞう
（1836～1913）という人物です。これまでの調査で、明治９年

に田中が撮影した写真が発見されました。後年、田中
は現在の駒ヶ根市に移り住み、田中亭

てい
山
ざん
という名で画

家として活躍します。田中が上田を離れた時期はよく
分かりませんが、少なくとも、明治９年には上田で写
真師をしていたことが明らかになりました。このこと
から、右の写真が明治10年頃撮影されたものだとすれ
ば、撮影者は田中である可能性もあります。
　なお、この写真は明治11年９月に明治天皇が上田に
来られたときに、画像を印画紙に焼き付けたものが献
上されていて、これ以前に撮影されたものであること
が分かります。また、横浜で外国人向けの土産として
販売されたため、イタリアなど外国でも発見されてい
ます。 明治８年に払い下げとなり、取り壊しが進ん

でいた頃の上田城。この写真が基になって現
在の櫓門が復元された。
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Vol.1

売
り
に
出
さ
れ
た
城

土
地
と
建
物
が
旧
藩
士
に

  

明
治
４
年
に
上
田
城
は
そ
の
役
目
を
終
え
、
東
京
鎮ち
ん

台だ
い

第
二
分

営
と
呼
ば
れ
る
陸
軍
の
施
設
と
な
り
ま
す
。
こ
の
と
き
に
、
松
代

城
な
ど
県
内
の
城
か
ら
武
器
を
上
田
に
集
め
、
有
事
に
備
え
ま
し

た
。
し
か
し
、
２
年
後
の
明
治
６
年
に
は
分
営
が
廃
止
さ
れ
、
あ

と
を
引
き
継
い
だ
長
野
県
が
、
上
田
城
を
旧
藩
士
に
払
い
下
げ
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
武

士
の
身
分
を
失
い
、

藩
か
ら
給
料
を
も
ら

え
な
く
な
っ
た
人
た

ち
に
、
土
地
や
建
物

を
払
い
下
げ
る
こ
と

で
、
生
計
を
立
て
ら

れ
る
よ
う
に
と
の
配

慮
が
あ
っ
た
よ
う
で

す
。
入
札
の
結
果
、

明
治
８
年
９
月
に
引

き
渡
し
が
開
始
さ
れ

ま
し
た
。
本
丸
は
十

数
人
の
藩
士
が
落
札

し
、
七
つ
あ
っ
た
櫓や
ぐ
ら

と
二
つ
の
櫓
門
は
一

人
の
藩
士
が
ま
と
め

て
落
札
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
払
い
下
げ

ら
れ
た
も
の
の
、
使

い
み
ち
に
困
り
、
土

地
を
返
上
し
た
い
と

県
に
申
し
出
る
人
も

い
た
よ
う
で
す
。

本丸に上田公園ができる。３人の「丸山平八郎」の功績
  このような事情もあり、払い下げられた上田城の
土地や建物は、旧藩士から別の人に転売された例も
あったのではないかと考えられます。江戸時代から
材木商として力のあった丸山平八郎直

ちょく
養
よう
は、本丸の

土地と櫓を一括して買い上げました。
　そして、息子の平八郎直

ちょく
義
ぎ
は明治12年に本丸の土

地を松
しょう
平
へい
神社（真田神社の前身）建設のためにと寄付

し、次いで上の段も神社付属の公園とする条件で寄
付しました。これがきっかけとなり、本丸が上田公
園と呼ばれ、梅や桜の名所として知られるようにな
ります。また、唯一解体を免れた西櫓を旧藩主・松
平忠礼に返上するなど、現在の公園の礎

いしずえ
を作った人

といえます。
　直義の息子の平八郎直

ちょく
好
こう
は上田市収入役を12年間

務め、二の丸の公園化に尽力しました。なお、「平
八郎」は、この直好までが丸山家で代々襲名した名
前です。

享保年代（1716～1735）
の上田城の絵図。七つの
櫓が描かれている。

（写真上）
明治40年～大正７年頃のはがきに写る
本丸。花の名所として紹介されている。
（写真下）
明治後期のはがきに写る松平神社。
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櫓は七つ。払い下げられた建物はどこへ
  払い下げられた建物には、櫓や土蔵などがありますが、そのほとんどの行方は分かっていません。現在あ
る三つの櫓のうち、西櫓は唯一解体されずに残ったものです。北櫓と南櫓は城外で遊女屋として使われ、戦
中から戦後にかけて、本丸の石垣の上に移築復元されました。それでは他の四つの櫓はどこにいったのでしょ
うか。これまでの調査の中で、櫓の材木や瓦を使ったという建物の情報をいくつかいただきました。しかし、
確証を得るまでには至っていません。 

二
の
丸
に
監
獄
が
あ
っ
た

も
う
一
つ
の
二
の
丸
橋

  

現
在
、
市
立
博
物
館
が
あ
る
一
角
に
上
田
監
獄
署
が
で
き

た
の
は
明
治
18
年
。
城
跡
に
残
っ
て
い
た
石
垣
の
上
に
更
に

高
い
塀
を
築
き
、
周
り
を
囲
み
ま
し
た
。
現
在
の
二
の
丸
橋

の
と
こ
ろ
が
正
門
と
な
り
、
頑
丈
な
門
が
石
垣
の
間
に
作
ら

れ
ま
し
た
。
そ
ん
な
事
情
も
あ
り
、
公
園
利
用
者
の
た
め
に

二
の
丸
橋
の
南
側
に
も
う
一
つ
橋
を
設
け
て
い
た
よ
う
で

す
。
現
在
の
け
や
き
並
木
の
と
こ
ろ
に
鉄
道（
上
田
温
泉
電

軌き　

北
東
線
）を
通
す
こ
と
に
な
っ
た
昭
和
初
年
に
、
こ
の

橋
は
撤
去
さ
れ
ま
し
た
が
、
二
の
丸
橋
が
二
つ
あ
っ
た
と
い

う
の
は
、
現
在
で
は
想
像
も
で
き
ま
せ
ん
。

昭和19年に写された復元中の南北櫓。
払い下げ後遊女屋として使われたが、市
民の寄付などで買い戻され復元された。

大正５年のはがきに写る西櫓。仙石氏の
時代から解体されずに現在まで残ってい
るのは西櫓のみ。

明治26年に撮影された上田監獄署。手
前の道路が改修前の二の丸橋。

上田城の古い写真や絵図を探しています
上田城の櫓復元という夢に向けて、市では引き続き上田城に関する写真や絵図について、皆さんからの情報提供をお願
いしています。些

さ

細
さい

なことでも構いませんので、ご存知の方は文化振興課までお知らせください。

特に提供いただきたい情報
・櫓が写っている古い写真（明治初期）
・櫓の高さが書き込まれた絵図　　・櫓の立面図
・上田城跡内で撮影した写真（明治末期まで）
・櫓など建物の移転先についての情報

　  文化振興課　TEL23・6361
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情報

海野町冬のフードサミット2011
年の瀬を感じる催しにお出かけください

◇第12回北海道サロマ大海産まつり～新鮮な海の幸がいっぱい～
　オホーツクの恵みを大特価にて販売。大抽選会も開催します。
日　時 　12月14日㈬～17日㈯午前10時～午後６時（時間は予定）
場　所 　海野町会館１階

◇食育講演会

　食生活を見直す機会にしませんか。
日　時 　12月14日㈬午後２時～
場　所 　海野町会館２階
講　演 　「『一汁三菜の食生活』
　　　　　～おせちのあれこれ～」
　　　　　横山タカ子氏（料理研究家）
定　員 　40名程度
参加費 　無料
申し込み 　不要
　海野町商店街振興組合事務局　TEL22・9301

　上田市として初めての発行となる住民参加型市場公
募債。広く親しまれ永く愛され、市民の皆さんに認知
いただけるよう、広報うえだ８月16日号などで愛称を
募集したところ、たくさんの応募をいただきました。
審査の結果、応募作品の中から横

よこ
内
うち
沙
さ
知
ち
さん（新田）の

「ひともまちも元気な上田市になるように期待して…」
という思いが込められた「ひとまちげんき 上田市民
債」に決定しました。
　平成23年度の「ひとまちげんき 上田市民債」は、上
田市産院移転新築事業に活用します。平成24年３月の
発行予定ですが、申込期間、発行日、利率などの詳細
は、今後発行する広報うえだや、上田市ホームページ、
募集チラシなどでお知らせします。
　  財政課　TEL23・5113

「ひとまちげんき 上田市民債」
住民参加型市場公募債（市民債）の愛称が決定！

上田市産院完成イメージ図
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Pick Up
tel.22･4100㈹  fax.25･4100㈹上田市役所

tel.72･2200㈹  fax.72･4140㈹真田地域自治センター tel.85･2311㈹  fax.85･2313㈹武石地域自治センター

tel.42･3100㈹  fax.43･3666㈹丸子地域自治センター
情報

　世界で初めて人工ガン発生に成功した医学博士・山極勝三郎は上田市
の出身。大正４年（1915）、兎

うさぎ
耳に初めてがん細胞を発生させることに成

功したときに詠んだという「癌
がん
出来つ意気昂

こう
然
ぜん
と二歩三歩」の句からは、

当時の感動が伝わってきます。
　柳町まちづくり協議会と山極勝三郎顕彰会では、人工癌創製百周年記念事業（2015年開催）の一環として、
山極勝三郎博士の偉業を紹介する写真パネルを30枚、博士愛用の顕微鏡（同型）、著書などを展示中です。
　ぜひ、この機会に郷土の出身でノーベル賞候補にもなった博士の偉業に触れてください。

中心市街地で山極勝三郎写真パネル展
「郷土の偉人」を知ってほしい

開催時間  土日祝日を除く毎日、午前９時～午後５時
場　所  県労働者福祉協議会（上田市勤労者福祉センター隣）２階会議室　　 入場料 　無料
　山極勝三郎顕彰会（代表幹事・岡崎）　TEL22・0149

クリスマス・ゴスペルコンサート
元気な歌声が冬の上田に響く

　クリスマス恒例のストリートパフォーマンス「クリスマス・ゴスペルコンサート」を開催します。今年も、
ボイスアーティストの布

ふ
野
の
えいじさんと地元のゴスペルグループ「上田スマイル」が共演し、笑顔と元気の出

る歌声で冬の上田駅前を彩ります。
　温かい飲み物やちょっとしたプレゼントを用意しています。暖かい服装でお楽しみください。

日　時  12月25日㈰午後１時30分～、午後３時～（２回）
場　所  上田駅水車前広場
曲　目 　「Be Lifted Up」、「Oh Happy Day」、「翼をください」ほか
入場料  無料
　クリスマス・ゴスペルコンサート実行委員会
　　（事務局：  文化振興課内）　TEL23・6361

大好評！平成24年版カレンダー・手帳プレゼント会
ごみになる前に有効活用

　長野県環境保全協会上小支部と上田市ISOネットワークでは、平成24年版カレンダー・手帳プレゼント会
を開催します。
　地域の事業者や家庭で、使われずにごみとなってしまうかもしれないカレンダーや手帳を、必要とする方
に使っていただくことで、少しでも環境に負荷を与えないことを目的としています。

日　時  12月27日㈫午後１時30分～なくなり次第終了
場　所  上田駅お城口
参加資格  当日午後０時30分から配布する整理券を持参した方（整理券

はカレンダーと手帳別々に配布。両方もらうことも可）。
　なお、家庭や事業所で使用しないカレンダー・手帳を、12月20日㈫ま
でに市役所生活環境課または各地域自治センターまでお持ちください。
　  生活環境課　TEL23・5120
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情報あ･ら･かると
Information A La Carte

I n f o r m a t i o n  A  L a  C a r t e 14

お
知
ら
せ

In
fo
rm
at
io
n 
A
 L
a 
Ca
rt
e

経
済
セ
ン
サ
ス
活
動
調
査
が

行
わ
れ
ま
す

　

す
べ
て
の
企
業
・
事
業
所
を
対
象
と

し
た「
24
年
経
済
セ
ン
サ
ス

－

活
動
調
査
」

を
、
平
成
24
年
２
月
１
日
を
基
準
日
に
実

施
し
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、
日
本
の
産
業

構
造
を
把
握
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
事

業
の
内
容
や
、
売
上
お
よ
び
費
用
の
金
額

な
ど
を
調
査
し
ま
す
。
調
査
員
証
を
つ
け

た
調
査
員
が
、
事
業
活
動
を
行
う
す
べ
て

の
皆
さ
ん
の
事
業
所
に
伺
い
ま
す
の
で
、

ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
内
容　

１
月
末
ま
で
に
調
査
員
が
皆
さ

ん
の
事
業
所
を
訪
問
し
、
調
査
票
の
記

入
を
お
願
い
し
ま
す
。
後
日
回
収
に
伺

う
の
で
都
合
の
つ
く
日
を
約
束
し
て
く

だ
さ
い
。
菅
平
・
傍
陽
・
野
倉
・
鹿
教

湯
・
西
内
地
域
の
一
部
は
、
12
月
中
か

ら
訪
問
し
ま
す
。

●
対
象　

会
社
、
工
場
、
学
習
塾
、
習
い

事
の
教
室
、
医
院
、
個
人
商
店
、
食
堂

な
ど
、事
業
を
営
む
す
べ
て
の
事
業
所
・

企
業

　

情
報
推
進
課
情
報
統
計
係
分
室

　
　

TEL
23
・
２
２
３
５

差
し
押
さ
え
た

不
動
産
を
公
売
し
ま
す

●
物
件　

23

－

４（
土
地
）上
田
市
古
里
字

東
ノ
手
１
４
２
番
３（
田
１
７
８
０
㎡
）

●
入
札
日
時　

平
成
24
年
１
月
11
日
㈬
午

後
２
時
45
分（
２
時
受
付
開
始
）

●
入
札
場
所　

市
役
所
南
庁
舎
５
階
第
１

会
議
室

　

詳
細
は
上
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
い
ま
す
。
な
お
、
公
売
当
日
ま
で
に

滞
納
者
が
市
税
等
を
完
納
し
た
場
合
な

ど
、
公
売
の
実
施
を
中
止
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　

収
納
管
理
課　

TEL
23
・
５
１
７
２

12
月
11
日
㈰
〜
31
日
㈯

年
末
の
交
通
安
全
運
動

　
「
信
濃
路
は　

ゆ
と
り
の
笑
顔
と　

ゆ

ず
り
あ
い
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
年
末
の

交
通
安
全
運
動
が
行
わ
れ
ま
す
。冬
季
は
、

日
没
が
早
く
な
り
、
夕
暮
れ
時
か
ら
夜
間

に
か
け
て
歩
行
中
の
事
故
が
増
え
る
傾
向

が
あ
る
ほ
か
、
積
雪
・
凍
結
に
よ
る
道
路

環
境
の
悪
化
や
、
忘
年
会
な
ど
で
の
飲
酒

運
転
な
ど
、
重
大
事
故
の
発
生
が
懸
念
さ

れ
ま
す
。
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
と
正
し
い

交
通
マ
ナ
ー
を
実
践
し
、
交
通
事
故
を
防

ぎ
ま
し
ょ
う
。

　

生
活
環
境
課　

TEL
22
・
４
１
４
０

麻
し
ん
風
し
ん
の

予
防
接
種
は
お
済
み
で
す
か

　

平
成
23
年
度
の
麻
し
ん（
は
し
か
）風
し

ん
予
防
接
種
第
２
・
３
・
４
期
の
接
種
期
限

は
平
成
24
年
３
月
31
日
ま
で
で
す
。
進
学

や
就
職
の
際
に
接
種
が
済
ん
で
い
る
か
求

め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
、
大
切
な
予
防
接

種
で
す
。
対
象
者
に
は
３
〜
５
月
に
か
け

て
、
予
診
票
を
送
り
ま
し
た
。
未
接
種
の

方
は
実
施
医
療
機
関（
保
健
ご
よ
み
な
ど

を
参
照
）に
予
約
を
し
、
早
め
に
接
種
に

お
出
か
け
く
だ
さ
い
。期
間
内
の
接
種
は
、

法
定
扱
い
で
無
料
で
す
。

●
対
象

　

第
１
期
／
生
後
12
〜
24
か
月
未
満（
※

２
歳
の
誕
生
日
の
前
日
ま
で
に
接
種
）

　

第
２
期
／
小
学
校
就
学
前
の
保
育
園
・

幼
稚
園
の
年
長
児
に
相
当
す
る
年
齢

　

第
３
期
／
中
学
１
年
生
に
相
当
す
る
年

齢

　

第
４
期
／
高
校
３
年
生
に
相
当
す
る
年

齢
　

健
康
推
進
課　

TEL
28
・
７
１
２
４

駅
前
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

今
年
は
中
止
し
ま
す

　

協
賛
企
業
の
寄
付
で
行
わ
れ
て
き
た
上

田
駅
前
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン「
上
田
天
神

灯ひ
か
り

の
祭
典
」が
、
東
日
本
大
震
災
や
浜
岡

原
子
力
発
電
所
の
全
面
停
止
の
影
響
に
よ

る
節
電
の
観
点
な
ど
か
ら
、
今
年
は
中
止

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

管
理
課　

TEL
23
・
５
１
２
５

年
末
年
始
の
ご
み
収
集
と

セ
ン
タ
ー
の
ご
み
受
け
入
れ

　

年
末
は
、12
月
30
日
㈮
ま
で
行
い
ま
す
。

年
始
は
、
平
成
24
年
１
月
４
日
㈬
か
ら
通

常
ど
お
り
行
い
ま
す
。

　

廃
棄
物
対
策
課

　
　

TEL
22
・
０
６
６
６

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

感
染
防
止
に
ご
協
力
を
！

 

◇
ニ
ワ
ト
リ
な
ど
を
飼
育
し
て
い
る
方
へ

・
飼
育
舎
周
辺
の
整
理
・
清
掃
を
行
い
、

消
石
灰
を
散
布
し
て
周
辺
を
消
毒
す
る

と
と
も
に
、
手
洗
い
を
徹
底
し
、
人
や

車
両
な
ど
を
介
し
た
感
染
を
防
ぎ
ま

し
ょ
う（
※
消
石
灰
散
布
は
、
直
接
皮

膚
、
口
、
呼
吸
器
な
ど
に
付
着
し
な
い

今
月
の
表
紙

お
知
ら
せ

　11月４日、武石保育園の園児は、
地元の高齢者クラブの皆さんと、
十
とおかんや

日夜の餅つきをしました。
　十日夜は、田んぼを見守ってく
れた案

か

山
か

子
し

を庭に移し、田の神様
に見立てて、ついた餅を豊作のお
礼としてお供えする行事です。
　園児は一人ずつ交代で杵

きね

を持
ち、友だちの元気いっぱいの「よ
いしょ～！よいしょ～！」の掛け
声にあわせ、餅をつきました。昼
には、高齢者クラブの皆さんと一
緒に来年の豊作を願いながら、つ
きたての餅を美味しくいただきま
した。

豊作に感謝して餅つき
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よ
う
、
保
護
マ
ス
ク
、
メ
ガ
ネ（
ゴ
ー

グ
ル
）、
ゴ
ム
手
袋
な
ど
を
着
用
し
ま

し
ょ
う
）。

・
ネ
ズ
ミ
捕
獲
装
置
や
防
鳥
ネ
ッ
ト
を
設

置
し
、
飼
育
舎
へ
野
生
動
物
の
侵
入
を

防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

◇
市
民
の
皆
さ
ん
へ

・
感
染
し
た
動
物
に
触
れ
た
り
、
感
染
し

た
動
物
の
排
出
物
が
人
や
車
な
ど
に
付

着
し
ウ
イ
ル
ス
が
運
ば
れ
感
染
が
広
が

り
ま
す
。
養
鶏
農
場
へ
の
ウ
イ
ル
ス
侵

入
防
止
の
た
め
、
畜
舎
な
ど
農
場
に
は

近
づ
か
な
い
よ
う
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

・
死
ん
で
い
る
野
鳥
な
ど
を
見
つ
け
た

ら
、
素
手
で
触
ら
ず
、
担
当
課
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

・
鳥
類
を
飼
育
し
て
い
る
方
／

　

上
小
地
方
事
務
所
農
政
課

TEL
25
・
７
１
２
６

　

佐
久
家
畜
保
健
衛
生
所
上
田
支
所

　
　
　
　
　
　
　
　

TEL
23
・
１
６
３
０

　

農
政
課　
　
　

TEL
23
・
５
１
２
２

・
死
ん
で
い
る
野
鳥
を
見
つ
け
た
ら
／

　

上
小
地
方
事
務
所
林
務
課

　
　
　
　
　
　
　
　

TEL
23
・
１
２
６
０

　

森
林
整
備
課　

TEL
23
・
５
１
２
４

　

各
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
産
業
観
光
課
へ

年
末
特
別
警
戒
の
実
施

　

12
月
31
日
㈯
ま
で
行
わ
れ
る
年
末
特
別

警
戒
で
は
、
地
域
の
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
よ
る
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
が
行
わ
れ

ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
も
、
車
・
自
宅
の

施
錠
確
認
や
、
振
り
込
め
詐
欺
に
だ
ま
さ

れ
な
い
た
め
の
声
か
け
な
ど
で
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

●
ス
ロ
ー
ガ
ン　

年
の
暮
れ　

み
ん
な
で

つ
く
ろ
う　

安
心
の
街　

上
田

●
活
動
推
進
事
項　

金
融
機
関
・
コ
ン
ビ

ニ
な
ど
対
象
の
強
盗
事
件
の
防
止
。
街

頭
犯
罪
お
よ
び
侵
入
犯
罪
の
抑
止
。
子

ど
も
や
女
性
が
被
害
者
と
な
る
犯
罪
の

防
止
。
振
り
込
め
詐
欺
被
害
の
防
止
。

　

生
活
環
境
課　

TEL
22
・
４
１
４
０

うめ　ら～ら～ららら～♪
ＦＣ　うめちゃん、発声練習かい！？
うめ　はい！今度、合唱コンクールに出るんで～す。
ＦＣ　それは、奇遇だな。実は上田ロケ作品で、今月３日㈯から公

開が始まる映画『ロスト・ハーモニー』も合唱部の女の子たち
の話でね…。

うめ　へぇ～♪
ＦＣ　この作品は一部のシーンを除いて、ほとんどが上田市内で撮

影されたんだよ。
うめ　えっ、どこ？
ＦＣ　菅平高原のとあるホテルが主要ロケ地で、建物に感激した監

督がぜひ使いたいと言って、わざわざ台本を書き換えさせた
んだ。

うめ　普通は台本にあわせてロケ地を探すんだよね？
ＦＣ　そう。台本を書き換えるのは大変な手間なのに、監督をそこ

まで魅了する場所って、ロケ地を紹介する側としても誇りに
思うよ。台本より現場が優先された珍しい作品だよ。

うめ　すごいホテルなんだね。うめもいつか泊まりたいなぁ。
ＦＣ　ロケ隊もそこに宿泊しながら、約２週間にわたって撮影を続

けたんだ。菅平高原は自然環境がいいから、風景のシーンも
一緒に撮れる。移動せずに近場でじっくり撮影できるのもポ
イントだったよ。ほかには、須川湖や別所線の八木沢駅なん
かも登場するよ。

うめ　絶対チェックしなきゃ！ところでその映画はどんなお話な
の？内容をこっそり教えて。

ＦＣ　ホラー映画だよ。
うめ　ぎゃ～っ !!!怖い話はやめてくださいよ～。
ＦＣ　それじゃあ教えられないな（笑）。

いつも元気な真田うめちゃん。フィ
ルムコミッション（FC）の事務局で、
今日もスタッフと会話がはずみます。

うめちゃんが
行く！ ⑧

シリーズ

　信州上田フィルムコミッション　TEL23･5408

ロケ地裏話

フィルムコミッション10周年

撮影が行われた菅平高原のホテル

合唱部の強化合宿にやってきたメンバー
たちに何者かの影がつきまとう…。

『ロスト・ハーモニー』
監督：土

と

岐
き

善
よし

將
まさ

出演：広
ひろ

瀬
せ

アリス、吉
よし

谷
たに

彩
あや

子
こ

　　　高
たか

畑
はた

充
みつ

希
き

　ほか
配給：ゴー・シネマ
2011年12月３日㈯よりヒュー
マントラストシネマ渋谷ほか
順次ロードショー
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Information A La Carte

丸
子
新
図
書
館
の

開
館
準
備
に
伴
う
休
館

　

丸
子
金
子
図
書
館
は
、
平
成
24
年
６
月

１
日
に
オ
ー
プ
ン
す
る
新
図
書
館
準
備
の

た
め
次
の
期
間
休
館
と
な
り
ま
す
。
利
用

者
の
皆
さ
ん
に
は
大
変
ご
不
便
を
お
か
け

し
ま
す
が
、
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。
な
お
、
移
動
図
書
館
あ
お
ぞ
ら
号

は
、
通
常
通
り
運
行
し
ま
す
。

●
休
館
期
間　

12
月
28
日
㈬
〜
平
成
24
年

５
月
31
日
㈭

●
最
終
貸
出　

12
月
27
日
㈫

●
本
の
予
約　

最
終
予
約
は
12
月
27
日
で

す
。
１
月
５
日
以
降
の
本
の
受
け
取
り

は
、
当
館
以
外
の
エ
コ
ー
ル
各
図
書
館

ま
た
は
あ
お
ぞ
ら
号
を
ご
指
定
く
だ
さ

い
。

●
本
の
返
却　

12
月
28
日
以
降
の
本
の
返

却
は
同
館
返
却
ボ
ッ
ク
ス
、
エ
コ
ー
ル

各
図
書
館
、
ま
た
は
あ
お
ぞ
ら
号
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　

丸
子
金
子
図
書
館

　
　

TEL
42
・
２
４
１
４

ハ
ナ
サ
カ
軍
手
ィ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
今
年
も
開
始

　

信
州
大
学
繊
維
学
部
の
学
生
が
、「
寒
い

冬
で
も
楽
し
く
出
か
け
て
ほ
し
い
、
上
田

市
を
も
っ
と
元
気
に
し
た
い
」と
の
思
い

で
、
３
年
前
か
ら
発
信
し
て
い
る
デ
ザ
イ

ン
軍
手
、「
軍ぐ
ん
て
ぃ

手
ィ
」を
今
年
も
発
売
し
て

い
ま
す
。
収
益
金
は
、
市
内
の
小
学
１
年

生
に「
子
ど
も
用
軍
手
ィ
」を
プ
レ
ゼ
ン
ト

す
る
た
め
に
使
わ
れ
ま
す
。

●
取
扱
店　

中
心
市
街
地
の
各
店
舗

●
ネ
ッ
ト
販
売　

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト「
は

い
！
よ
ろ
こ
ん
で
」

　

ハ
ナ
サ
カ
軍
手
ィ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
冨
田
）

　
　

TEL
０
８
０
・
５
３
０
６
・
１
９
１
１

催
し

In
fo
rm
at
io
n 
A
 L
a 
Ca
rt
e

丸
子
金
子
図
書
館

パ
ネ
ル
展
示
と
お
は
な
し
会

◇
あ
り
が
と
う
！
丸
子
金
子
図
書
館
パ
ネ

ル
展

●
期
日

12
月
10
日
㈯
〜
27
日
㈫

●
内
容　

閉
館
に
向
け
て
丸
子
金
子
図
書

館
に
ま
つ
わ
る
懐
か
し
い
写
真
や
資
料

の
展
示
、
寄
せ
書
き
コ
ー
ナ
ー
な
ど

◇
ク
リ
ス
マ
ス
お
は
な
し
会

　

現
丸
子
金
子
図
書
館
で
の「
最
後
の
お

は
な
し
会
」で
す
。
サ
ン
タ
さ
ん
も
登

場
し
ま
す
。

●
日
時　

12
月
17
日
㈯
午
前
10
時
30
分
〜

正
午

●
内
容　

お
は
な
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆

さ
ん
に
よ
る
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
パ

ネ
ル
シ
ア
タ
ー
、
紙
芝
居
な
ど

◇
共
通
事
項

●
場
所　

丸
子
金
子
図
書
館
２
階

　

丸
子
金
子
図
書
館

　
　

TEL
42
・
２
４
１
４

メ
デ
ィ
ア
ラ
ン
ド
Ｕ
Ｅ
Ｄ
Ａ

ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト

　

セ
ン
タ
ー
利
用
者
が
い
ろ
い
ろ
な
ブ
ー

ス
を
運
営
。
イ
ベ
ン
ト
の
様
子
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
ラ
イ
ブ
中
継
し
ま
す
。

●
日
時　

12
月
17
日
㈯
・
18
日
㈰
午
前
10

時
〜
午
後
４
時

●
場
所　

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
情
報
セ
ン

タ
ー

お
知
ら
せ
／
催
し

市税・国保税などの
年末相談窓口を開設します

＜広告欄＞

　市では、11・12月を収納対策の重点
期間と位置づけ、電話や文書および戸
別訪問により市税などの納付を呼びか
けています。市県民税や固定資産税な
どの市税、国民健康保険税、介護保険
料などに未納のある方は至急納付して
ください。
　なお、次のとおり市税の納付相談窓
口を開設します。仕事の都合などで昼
間に納税相談や納付に来庁できない方
は、ぜひこの機会をご利用ください。
●日時／場所
・12月26日㈪～ 28日㈬午前８時30分
～午後７時30分／市役所本庁舎１階
収納管理課、丸子地域自治センター
１階市民生活課
・12月29日㈭・30日㈮午前８時30分～
午後５時15分／市役所本庁舎１階収
納管理課
　 収納管理課　TEL23･5117

せら知お



I n f o r m a t i o n  A  L a  C a r t e17

キラリ★輝くこどもたち！

●
参
加
費　

無
料（
一
部
ブ
ー
ス
は
有
料
）

●
内
容　

デ
ジ
タ
ル
ア
ー
ト
グ
ラ
ン
プ
リ

表
彰
式（
17
日
㈯
午
後
３
時
〜
５
時
）、

ビ
ン
ゴ
大
会（
18
日
㈰
午
後
３
時
30
分
。

カ
ー
ド
配
布
は
午
後
１
時
30
分
〜
）、

バ
ー
コ
ー
ド
バ
ト
ル（
館
内
で
カ
ー
ド

を
集
め
て
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｕ
Ｔ
Ｏ
Ｂ
ｉ
く
ん
と

対
戦
）、
カ
レ
ン
ダ
ー
＆
Ｄ
Ｖ
Ｄ
ス
ラ

イ
ド
ム
ー
ビ
ー
作
り
、
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
＆
ク
リ
ス
マ
ス
小
物
・
年
賀
状

作
り
、
ま
つ
ぼ
っ
く
り
ツ
リ
ー
作
り
、

と
ん
汁
・
ダ
ー
ツ
・
抹
茶
、
ま
ん
が
・

プ
ロ
グ
ラ
ム
作
品
展
示
な
ど

　

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
情
報
セ
ン
タ
ー

　
　

TEL
39
・
１
０
０
０

「おさんぽってたのしいね」
特色ある「歩

ほ

育
いく

」活動
上田南幼稚園

　上田南幼稚園は、上田創造館の近くにあ
ります。広い園庭とグラウンド、アリーナ
など、恵まれた教育環境の中で、子どもた
ちは元気にのびのびと園生活を送っていま
す。上田創造館に隣接する長池公園は、園
外保育には格好の場所であり、園児たち
は、春は新緑の中を走り回り、夏は虫を探
し、秋は落ち葉拾いなどをして楽しんでい
ます。
　園目標の「元気」「笑顔」「思いやり」「根気」
を合言葉にして、重点目標の「明るく笑顔
で挨拶をしよう」、「誰とでも元気に仲良く
遊ぼう」、「あきらめないで最後までがんば
ろう」の達成に向けて、たくさんの園行事
や日々の活動に取り組んでいます。
　また、本年度から「歩育」活動に力を入れ

ています。車社会により失われた歩く習慣
と基礎体力の向上を第一のねらいとし、年
度末の各学年の目標距離を、未満児は２㎞、
年少・年中は３㎞、年長は４㎞を続けて歩
けるように頑張っています。朝体操の時間
や毎月の｢歩育の日｣には、園の周辺を歩い
たりして四季の移ろいを発見したり、道行
く人と挨拶を交わしたり、園バスで遠くへ
出かけて、歩くことを楽しんでいます。
　歩育活動は、五感をフルに活用して全身
持久力、忍耐力、意欲と自信、豊かな感性、
人間関係力、自然との共生力など、「生きる
力」を育んでくれます。この頃では歩くこ
とに慣れてきた園児たちから、「お散歩って

楽しいね」という声
が聞かれるようにな
りました。さらに、
家庭でも歩く機会が
増えるなど保護者か
らも好評を得ていま
す。

組体操
きまったよ！「やぁ！」

「山の上には、大きな天
てん

狗
ぐ

さんがいるんだよ。」

＜広告欄＞
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ス
キ
ー
イ
ベ
ン
ト
と

教
室
の
参
加
者
募
集

◇
お
楽
し
み
ス
ノ
ー
フ
ェ
ス
タ

●
期
日　

平
成
24
年
１
月
８
日
㈰

●
受
付
時
間　

午
前
８
時
30
分
〜
９
時

●
場
所　

菅
平
高
原
裏
太
郎
ゲ
レ
ン
デ
・

レ
ス
ト
ラ
ン
や
ま
び
こ
前

●
内
容　

ス
キ
ー
講
習
と
お
楽
し
み
抽
選

会
●
参
加
費　

小
学
生
以
上
４
０
０
０
円
、

中
学
生
以
上
４
５
０
０
円（
共
に
、
リ

フ
ト
券
、
障
害
保
険
料
、
講
習
料
含
む
）

●
申
し
込
み　

平
成
24
年
１
月
６
日
㈮
ま

で
に
電
話
で
上
田
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
事
務

局
へ
。

◇
ナ
イ
タ
ー
ス
キ
ー
教
室

●
日
時　

平
成
24
年
１
月
６
日
〜
３
月
２

日
の
毎
週
金
曜
日
、
午
後
７
時
〜
９
時

（
全
９
回
）

●
参
加
費　

１
万
円（
障
害
保
険
料
含
む
、

リ
フ
ト
代
は
別
途
必
要
）

●
場
所　

菅
平
高
原
ス
キ
ー
場
日
の
出
ゲ

レ
ン
デ

●
対
象　

18
歳
以
上
の
男
女
、
初
〜
上
級

●
講
師　

全
日
本
ス
キ
ー
連
盟
指
導
員

●
申
し
込
み　

12
月
28
日
㈬
ま
で
に
電
話

で
上
田
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
事
務
局
へ
。

　

上
田
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
事
務
局（
プ
レ

ス
ト
内
）　

TEL
26
・
０
４
０
１

さ
さ
ら
の
湯
で
餅
つ
き
・

し
め
縄
づ
く
り
体
験

　
「
東
日
本
大
震
災
復
興
支
援　

室
賀
温

泉
さ
さ
ら
の
湯
餅
つ
き
・
し
め
縄
づ
く
り

体
験
」を
開
催
し
ま
す
。
臼
と
杵き
ね

を
使
っ

た
昔
な
が
ら
の
餅
つ
き
と
、
し
め
縄
づ
く

り
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
入
館
券
を

お
持
ち
の
方
を
対
象
に
、
つ
き
た
て
の
餅

と
猪し
し

鍋な
べ

の
無
料
配
布
も
行
い
ま
す
。

●
日
時　

12
月
23
日（
金
・
祝
）午
前
10
時

催
し

＜広告欄＞

　ユニバーサルデザインとは、できるだけ多くの人が使いやす
いデザインを目指すもので、次の７原則があります。現在では
公共の施設だけでなく、様々な場所でこの考えが生かされてい
ます。
　①どのような人でも公平に使えること、②様々な使い方がで
きること、③使い方が簡単ですぐにわかること、④その人にとっ
て必要な情報がすぐにわかること、⑤使い方を間違っても危険
につながらないこと、⑥弱い力でも簡単に使えること、⑦使い
やすい十分な大きさと空間であること

12月３～９日は障害者週間です
ユニバーサルデザイン（UD）をご存知ですか？

UDで大切なのは、人を思いやる気持ちです。施
設や製品のデザインを考えるだけでなく、例えば、
日常生活の中で高いところの物に手が届かないな
ど、困っている人がいたら踏み台を用意したり、
声をかけてあげることも広い意味でのUDです。

　今年、障害者基本法の一部を改正する法律が施行され、目的
や障がい者の定義の見直し、また地域社会における共生や差別
の禁止などが新たに設けられました。
　 福祉課　TEL23･5158

せら知お

具体的にUDにはどんなものがあるの？

スロープや低床バス、自動ドアなど、普段何気な
く使っている物にも生かされています。例えば、
シャンプーとリンスの違いがわかるように、シャ
ンプーの蓋にはギザギザの刻みが入っていたり、
酒や牛乳がその他の飲み物と区別できるように、
蓋の部分に点字や切り込みが入っているものもあ
ります。

自分たちでできるUDはあるの？

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ



tel.22･4100㈹  fax.25･4100㈹

tel.72･2200㈹  fax.72･4140㈹

tel.42･3100㈹  fax.43･3666㈹

tel.85･2311㈹  fax.85･2313㈹

上田市役所

真田地域自治センター 武石地域自治センター

丸子地域自治センター
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〜
正
午

●
場
所　

室
賀
温
泉
さ
さ
ら
の
湯

　

室
賀
温
泉
さ
さ
ら
の
湯

　
　

TEL
31
・
１
１
２
６

講
座･
教
室

In
fo
rm
at
io
n 
A
 L
a 
Ca
rt
e

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
講
習
会

　

伝
統
の
和
風
文
化
に
思
い
切
り
親
し
ん

で
み
ま
し
ょ
う
。
正
月
用
花（
フ
ラ
ワ
ー

ア
レ
ン
ジ
）の
作
製
と
薄
茶
の
飲
み
方
を

ご
指
導
い
た
だ
き
ま
す
。

●
日
時　

12
月
26
日
㈪
午
後
６
時
30
分
〜

８
時

●
場
所　

上
田
駅
前
ビ
ル
・
パ
レ
オ
２
階

会
議
室

●
テ
ー
マ　

正
月
迎
え
の
花
と
抹
茶
を
楽

し
む

●
講
師　

関
口
鶯お
う

佳か

氏（
勅て

使し

河が
わ

原ら

和
風

会
・
青
い
鳥
主
宰
）

●
定
員　

先
着
20
名

●
持
ち
物　

花
ば
さ
み
、
エ
プ
ロ
ン

●
参
加
費　

２
５
０
０
円（
材
料
費
を
含

む
）

●
申
し
込
み　

12
月
22
日
㈭
ま
で
に
電
話

で
上
田
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
へ
。

　

上
田
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

　
　

TEL
29
・
０
２
１
０

カ
ラ
ダ
げ
ん
き
栄
養
教
室

（
離
乳
食
編
）

　

お
母
さ
ん
の
食
事
を
見
直
し
な
が
ら
、

３
回
食
に
な
っ
た
頃
の
離
乳
食
を
取
り
分

け
て
作
り
ま
す
。

●
日
時　

12
月
19
日
㈪
午
前
10
時
〜
午
後

０
時
30
分（
午
前
９
時
45
分
受
付
開
始
）

●
場
所　

ひ
と
ま
ち
げ
ん
き
・
健
康
プ
ラ

ザ
う
え
だ
２
階
食
育
ル
ー
ム

●
内
容　

講
話「
離
乳
食
を
作
る
大
人
の

食
事
を
見
直
そ
う
」、
実
習「
大
人
の
食

事
か
ら
離
乳
食
を
作
り
、
親
子
で
試
食

す
る
」

●
対
象　

離
乳
食
が
３
回
食
に
な
っ
た
頃

の
乳
幼
児（
９
〜
11
か
月
）の
母
親

●
定
員　

親
子
８
組（
託
児
は
あ
り
ま
せ

ん
。
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

●
参
加
費　

３
５
０
円

●
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
ハ
ン

ド
タ
オ
ル
、
家
庭
で
使
用
し
て
い
る
ご

飯
茶
わ
ん
・
子
ど
も
茶
わ
ん
、
子
ど
も

用
ス
プ
ー
ン
、
お
ん
ぶ
ひ
も

●
申
し
込
み　

12
月
13
日
㈫
ま
で
に
電
話

で
健
康
推
進
課
へ
。

　

健
康
推
進
課　

TEL
28
・
７
１
２
４

　
　
　
　
　

信
州
上
田
医
療
セ
ン
タ
ー

第
64
回
市
民
公
開
講
座

●
日
時　

12
月
17
日
㈯
午
後
１
時
30
分
〜

２
時
30
分

●
場
所　

信
州
上
田
医
療
セ
ン
タ
ー
研
修

セ
ン
タ
ー
３
階
講
堂

●
講
演　
「
ご
存
知
で
す
か
？『
糖
尿
病

フ
ッ
ト
ケ
ア
』に
つ
い
て
」

●
参
加
費　

無
料（
参
加
者
は
駐
車
場
無

料
、
予
約
不
要
）

　

信
州
上
田
医
療
セ
ン
タ
ー

　
　

TEL
22
・
１
８
９
０

募
集

In
fo
rm
at
io
n 
A
 L
a 
Ca
rt
e

国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会

委
員
を
募
集
し
ま
す

●
応
募
資
格　

市
内
在
住
で
20
歳
以
上
の

国
民
健
康
保
険
加
入
者（
公
募
に
よ
り

審
議
会
へ
参
画
で
き
る
の
は
一
人
１
審

議
会
ま
で
）

●
募
集
人
員　

若
干
名

●
任
期　

委
嘱
の
日
か
ら
２
年
間

●
審
議
の
内
容　

上
田
市
の
国
民
健
康
保

険
事
業
の
運
営
に
関
し
、
市
長
の
諮
問

に
応
じ
て
調
査
審
議
す
る
。

●
応
募
方
法　

所
定
の
申
込
書（
国
保
年

金
課
ま
た
は
上
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

あ
り
）に「
保
険
制
度
や
医
療
制
度
に

つ
い
て
私
の
望
む
こ
と
」と
題
し
た
レ

ポ
ー
ト（
８
０
０
字
以
内
・
書
式
自
由
）

を
添
え
て
、
国
保
年
金
課
に
提
出
。
レ

ポ
ー
ト
と
面
接
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

●
応
募
締
切　

12
月
21
日
㈬

　

国
保
年
金
課　

TEL
23
・
５
１
１
８

催
し
／
講
座
・
教
室
／
募
集

＜広告欄＞
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介
護
保
険
運
営
協
議
会
の

委
員
を
募
集
し
ま
す

●
応
募
資
格　

市
内
在
住
の
20
歳
以
上
の

方（
公
募
に
よ
り
審
議
会
へ
参
画
で
き

る
の
は
一
人
１
審
議
会
ま
で
）

●
募
集
人
員　

若
干
名

●
任
期　

委
嘱
の
日
か
ら
２
年
間

●
審
議
の
内
容　

上
田
市
の
介
護
保
険
事

業
の
運
営
に
関
し
、
市
長
の
諮
問
に
応

じ
て
調
査
審
議
す
る
。

●
応
募
方
法　

所
定
の
申
込
書（
高
齢
者

介
護
課
ま
た
は
上
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
あ
り
）に「
介
護
保
険
制
度
に
つ
い

て
の
私
の
考
え
」と
題
し
た
レ
ポ
ー
ト

（
８
０
０
字
以
内
・
書
式
自
由
）を
添
え

て
、
高
齢
者
介
護
課
に
提
出
。
レ
ポ
ー

ト
と
面
接
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

●
応
募
締
切　

12
月
21
日
㈬

　

高
齢
者
介
護
課

　
　

TEL
23
・
６
２
４
６

生
涯
楽
習
上
田
自
由
塾

24
年
度
の
講
師
を
募
集

　

生
涯
楽が
く

習し
ゅ
う

上
田
自
由
塾
講
師
を
募
集
し

ま
す
。

　

あ
な
た
の
培
っ
た
知
識
や
経
験
を
生
か

し
、
教
え
る
楽
し
さ
を
体
験
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

●
資
格　

ど
な
た
で
も（
年
齢
・
資
格
・

地
域
制
限
な
ど
あ
り
ま
せ
ん
）

●
講
座
の
テ
ー
マ
・
内
容　

初
め
て
の
方

で
も
気
軽
に
学
べ
、
趣
味
、
研
究
し
て

い
る
も
の
、
職
業
上
で
の
経
験
な
ど
で

教
え
ら
れ
る
も
の（
ジ
ャ
ン
ル
は
問
い

ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
特
定
の
政
治
、
宗

教
、
企
業
や
職
業
な
ど
の
宣
伝
・
営
利

を
目
的
と
す
る
も
の
な
ど
は
除
く
）

●
期
間
回
数　

平
成
24
年
４
月
８
日（
開

塾
式
以
降
）〜
25
年
３
月
ま
で
。
月

１
・
２
回
、
１
回
90
分（
原
則
）

●
開
催
会
場　

主
に
市
内
の
公
民
館
な
ど

の
公
共
施
設

●
申
込
方
法　

市
内
各
公
民
館
・
地
域

自
治
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
公
共
施
設
に

あ
る「
講
座
計
画
書（
講
師
申
込
書
）」

に
記
入
の
う
え
、
郵
送（
〒
３
８
６

－

０
０
１
７　

踏
入
２

－

１

－

15　

池

野
第
２
ビ
ル
）ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ（
71
・

０
３
８
４
）で
。
自
由
塾
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
。

●
応
募
締
切　

平
成
24
年
１
月
10
日
㈫
厳

守
●
応
募
講
師
説
明
会

・
日
時　

平
成
24
年
２
月
５
日
㈰
午
後
１

時
30
分
〜

・
場
所　

中
央
公
民
館
３
階
大
会
議
室

　

生
涯
楽
習
上
田
自
由
塾
事
務
局

　
　

TEL
22
・
６
８
４
０

上
田
市
長
和
町
中
学
校
組
合

職
員
を
募
集
し
ま
す

　

平
成
24
年
４
月
１
日
採
用
予
定
の
上
田

市
長
和
町
中
学
校
組
合
職
員
を
募
集
し
ま

す
。

●
募
集
職
種　

管
理
栄
養
士
ま
た
は
栄
養

士
●
募
集
人
員　

１
名（
予
定
）

●
受
験
資
格　

昭
和
55
年
４
月
２
日
以
降

に
生
ま
れ
た
、
管
理
栄
養
士
ま
た
は
栄

養
士
の
資
格
の
あ
る
方

●
受
験
申
込　

12
月
７
日
㈬
〜
21
日
㈬
の

間
に
必
要
書
類
を
学
校
組
合
事
務
局

へ
。
郵
送
可（
〒
３
８
６

－

０
５
０
３

下
武
石
１
１
１　

依
田
窪
南
部
中
学
校

内　

上
田
市
長
和
町
中
学
校
組
合
事
務

局
宛
）。
た
だ
し
、
期
限
内
必
着
分
の

み
有
効
で
す
。

●
必
要
書
類　

①
受
験
申
込
書
、
②
履
歴

書
、③
80
円
切
手
貼
付
の
定
形
封
筒（
合

否
連
絡
用
、
受
験
者
の
住
所
宛
名
を
記

入
）、
④
管
理
栄
養
士
ま
た
は
栄
養
士

の
免
許
証
の
写
し

※
①
②
の
指
定
用
紙
は
中
学
校
組
合
事
務

局
に
て
受
験
者
本
人
へ
お
渡
し
ま
す
。

な
お
、
書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

●
第
１
次
試
験　

・
日
時　

平
成
24
年
１
月
29
日
㈰
午
前
９

時
30
分
〜（
８
時
30
分
受
付
開
始
）

・
場
所　

依
田
窪
南
部
中
学
校
体
育
館
会

議
室

・
内
容　

短
大
卒
業
程
度
の
教
養
試
験

●
第
２
次
試
験　

平
成
24
年
２
月
予
定

（
個
別
面
接
試
験
）

　

上
田
市
長
和
町
中
学
校
組
合
事
務
局

　
　

TEL
85
・
２
３
３
２

募
集

＜広告欄＞
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わがまち魅力アップ応援事業を
紹介するコーナーです。

　

平
成
19
年
か
ら
鳥
屋
地
区
の
歴
史
や
鳥と

屋や

城
跡
に
つ
い
て
の
学
習

会
な
ど
を
開
催
し
、
わ
が
ま
ち
魅
力
ア
ッ
プ
応
援
事
業
を
機
に
自
治

会
員
を
中
心
に
発
足
し
た「
鳥
屋
史
跡
保
存
会
」。
地
域
に
残
る
戦
国

時
代
か
ら
の
史
跡
を
地
区
住
民
が
気
軽
に
巡
り
、
そ
の
歴
史
を
伝
承

し
て
い
こ
う
と
取
り
組
み
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

同
会
は
、
鳥
屋
城
跡
へ
入
る
遊
歩
道
入
口
の
駐
車
場
整
備
、
危
険

箇か

所
へ
の
ロ
ー
プ
張
り
や
ベ
ン
チ
の
設
置
、
そ
し
て
、
城
跡
山
頂
か

ら
西
へ
鳥と

屋や

山や
ま

砦と
り
で

を
経
て
鳥
屋
峠
ま
で
を
尾
根
伝
い
に
進
む
、
遊
歩

道
を
整
備
し
て
い
ま
す
。
荒
れ
た
遊
歩
道
を
安
全
に
歩
け
る
よ
う

に
、
多
く
の
会
員
の
協
力
に
よ
り
、
草
刈
り
機
や
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を

運
ん
で
何
度
も
登
り
作
業
を
し
て
き
ま
し
た
。「
山
頂
ま
で
実
際
に
登

る
と
、
遠
く
は
浅
間
山
ま
で
見
え
る
眺
望
が
良
く
、
整
備
す
れ
ば

良
い
山
に
な
る

と
思
っ
た
」と

会
長
の
小
池
文

男
さ
ん（
上
の

写
真
左
）。
最

近
で
は
整
備
し

た
道
を
歩
く
人
が
増
え
、

「
登
っ
て
き
た
後
に
、
直

し
て
欲
し
い
場
所
を
わ
ざ

わ
ざ
教
え
て
く
れ
る
人
も

い
ま
す
」と
話
し
ま
す
。

　

今
年
４
月
に
は
、
駐
車

場
か
ら
山
頂
ま
で
の
遊
歩

道
沿
い
に
２
２
０
本
の
ヤ

マ
ボ
ウ
シ
を
植
栽
し
ま

し
た
。
来
年
は
カ
エ
デ
を
50
本
植
栽
す
る
予
定
。「
紅
葉
は
赤
色
が
一

番
美
し
い
。
遠
く
か
ら
赤
が
映
え
て
山
頂
へ
の
遊
歩
道
沿
い
を
彩
る

景
色
を
見
る
の
が
夢
で
す
」と
事
務
局
の
内
田
安
博
さ
ん（
上
の
写
真

右
）。「
遊
歩
道
に
は
こ
れ
か
ら
も
草
刈
り
や
枝
払
い
な
ど
手
を
入
れ

て
い
き
、
子
ど
も
た
ち
が
家
族
と
安
心
し
て
ハ
イ
キ
ン
グ
を
楽
し
め

る
場
所
に
し
て
い
き
た
い
」と
言
い
ま
す
。

　

小
池
会
長
は
、「
地
区
内
で
季
節
ご
と
に
行
わ
れ
る
様
々
な
行
事
に

合
わ
せ
、
城
跡
を
巡
る
イ
ベ
ン
ト
を
計
画
し
、
住
民
に
城
跡
や
山
砦

の
云い

わ
れ
を
伝
え
て
い
き
た
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

史
跡
整
備
を
進
め
な
が
ら

地
域
の
歴
史
を
伝
承
し
て
い
ま
す

鳥屋史跡保存会

鳥屋史跡保存会の「鳥屋城をは
じめとする歴史遺産巡りふれあ
いの里事業」は、平成21年度に
わがまち魅力アップ応援事業の
採択を受けました。荒れた登山
道を整備し、利用者を増やすこ
とで史跡の歴史を知ってもらう
ことを目的に、昨年度は、鳥屋
城跡周辺の木の伐採や史跡まで
の遊歩道整備などを実施しまし
た。今年度も、４月下旬から排
水溝の敷設、ヤマボウシの植栽
や鳥屋峠の整備を行っていま
す。今後は、城跡山頂への見晴
らし台設置や、市民向けに城跡
や自治会の行事を紹介したパン
フレットを制作する予定です。

有料広告掲載のお問い合わせは、上田市秘書課（TEL23･5149）または㈲ダンディ信濃･トミー企画（TEL23･1706）へ。

小こ

池い
け

文ふ
み

男お

さ
ん　

内う
ち

田だ

安や
す

博ひ
ろ

さ
ん

＜広告欄＞



このコーナーでは、４地域の話題や
出来事などを紹介しています。

　11月５・６日の両日、ゆきむら夢工房を会場に「第
17回真田の里新そばまつり」が開催され、市内外か
らたくさんの人が訪れました。
　会場では、真田庵のおはぎをはじめ多くの特産品
がならび、夢工房のおやきは１時間程で完売。隣接
の新鮮市真田も地元産の新鮮野菜などが完売になる
ほどでした。また、姉妹都市・和歌山県九度山町特
産の富

ふ

有
ゆう

柿も販売され、その大きさと甘さに多くの
人が買い求めていました。
　特産品を景品とした抽選や真田地域の協賛そば店
を巡るスタンプラリーなど趣向を凝らした企画もあ
り、風味豊かな新そばと、ふるまわれた地元の野沢
菜漬けは好評で、両日合わせて1,300食の新そばが
完売となりました。
　今年は、打ち手を公募し養成講座を受講した４名
が参加し腕を振るいました。自分で育てたそばを打
ちたいと応募した鈴木継

つぐ

彦
ひこ

さん（横沢）は「養成講座
で基礎から教わり、皆さんに出せるようになった。
楽しみながら参加できました」と話していました。

真
田
産
の
新
そ
ば
に
舌
鼓

第
17
回
真
田
の
里
新
そ
ば
ま
つ
り
開
催

国際交流フェスティバル2011 in Maruko

　

10
月
23
日「
国
際
交
流
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
１ 

in 

Ｍ

ａ
ｒ
ｕ
ｋ
ｏ
」が
、
信
州
国
際

音
楽
村
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
同
公
園
の
オ
ー
プ

ン
前
イ
ベ
ン
ト「
キ
ッ
ズ
タ
イ

ム
秋
フ
ェ
ス
」も
同
時
開
催
と

な
っ
た
た
め
、
１
０
０
０
人
を

超
え
る
大
勢
の
来
場
者
で
に
ぎ

わ
い
ま
し
た
。

　

青
天
に
恵
ま
れ
た
会
場
で

は
、
在
住
外
国
人
に
よ
る
講
演

会
、
国
際
交
流
団
体
の
成
果
発

表
や
資
料
展
示
な
ど
が
行
わ
れ
、
多
く
の
来
場
者

が
足
を
止
め
て
見
て
い
ま
し
た
。

　

昼
に
は
野
外
テ
ン
ト
で
、
中
国
・
ブ
ラ
ジ
ル
・

タ
イ
料
理
な
ど
が
試
食
と
し
て
提
供
さ
れ
、
大
変

な
好
評
で
、
次
か
ら
次
へ
と
人
の
列
が
で
き
、
ま

た
た
く
間
に
無
く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

午
後
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
世

界
各
国
の
め
ず
ら
し
い
楽
器
の
演
奏
や
、
民
族
舞

踊
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。中
で
も
韓
国
の
武
術
・

テ
コ
ン
ド
ー
の
演
武
で
は
、
そ
の
俊
敏
で
迫
力
の

あ
る
動
き
に
、
会
場
か
ら
大
き
な
歓
声
が
沸
き
起

こ
り
ま
し
た
。

世界各地の食や音楽に笑顔が広がる
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　10月28日～30日、県高等学校総合文化祭が上田市で開
催され、初日午後、上田染谷丘高校などのマーチングバン
ドやバトントワリングなどが中心市街地をパレードし、開
幕を盛り上げました。
　市内４会場のうちの一つ、上田市文化センターの２階の
一室では新聞部会の高校生たちが、文化祭のその日の様子
を紙面にする作業をしていました。上田西高校の新聞委員
会の３年生３人も、顧問の宮坂正議先生の指導で、パソコ
ンを使い記事作り。華やかな開会の様子を速報で伝えたの
も、彼女たちの手作り新聞です。「他校の生徒を取材する
機会は普段ないことなので新鮮でした」と委員長の芹沢美

み

也
や

さんと、副委員長の北澤萌
もえ

さん、市川愛さん。
　学校を飛び出した若い記者たちは、華道・写真・美術工
芸・書道などの展示や、吹奏楽・軽音楽・ダンスなどのス
テージでの、生き生きとした文化部の高校生の姿を取材し、
記録に残していました。また、同文化祭に触れた市民や街
の様子も伝えてくれました。

第
18
回
長
野
県
高
等
学
校
総
合
文
化
祭

手
作
り
の
新
聞
が
速
報
で
伝
え
る

　

小
春
日
和
と
な
っ
た
11
月
４
日
、
武
石
保
育
園
の
園
庭
で
、
園
児

た
ち
と
高
齢
者
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
が
一
緒
に
、
十と
お

日か
ん

夜や

の
わ
ら
で
っ

ぽ
う
を
作
り
ま
し
た
。

　

十
日
夜
は
、
稲
の
収
穫
に
感
謝
し
、
翌
年
の
豊ほ
う

穣じ
ょ
う

を
祈
る
た
め
の

行
事
で
す
。稲
刈
り
後
の
わ
ら
を
束
ね
て「
わ
ら
で
っ
ぽ
う
」を
作
り
、

地
面
を
た
た
く
こ
と
で
作
物
に
い
た
ず
ら
を
す
る
野
ネ
ズ
ミ
や
モ
グ

ラ
を
追
い
払
う
意
味
を
持
つ
と
言
わ
れ
、
地
域
の
伝
統
行
事
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

園
児
た
ち
は
、
わ
ら
で
っ
ぽ
う
が

で
き
上
が
る
と
、「
と
〜
か
ん
や
、

と
お
か
ん
や
、
と
お
か
ん
や
の
わ
ら

で
っ
ぽ
う
、
夕
め
し
食
っ
た
ら
ぶ
っ

た
た
け
！
」と
大
き
な
声
で
歌
い
な

が
ら
駆
け
ま
わ
り
、「
先
生
！
こ
っ

ち
に
も
モ
グ
ラ
の
穴
み
た
い
な
の
が

あ
る
よ
！
」と
、
園
庭
の
あ
ち
こ
ち

を
勢
い
よ
く
た
た
い
て
い
ま
し
た
。

　

今
で
は
、
武
石
地
域
で
も
十
日
夜

を
行
う
地
区
が
減
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
が
、
園
児
た
ち
に
は
、
こ
の「
十

日
夜
」の
伝
統
行
事
を
ぜ
ひ
伝
承
し

て
い
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

武石保育園

十日夜のわらでっぽう
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市政提言電話（留守録）：0268・25・2539　市政提言FAX：0268・23・5111  
市政提言メール：mayor@city.ueda.nagano.jp
上田市ホームページURL：http：//www.city.ueda.nagano.jp/

読者通信は、市民の皆さんからの話題提供や投稿でつづるコーナーです。
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人の動き（平成23年11月１日現在）

　

10
月
23
日
、
上
田
市
ふ
れ
あ
い
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
第
３

回
幸
村
コ
ン
テ
ス
ト
。
市
内
外
か
ら
の
書
類
審
査
を
経
た
10
名
が
、
真

田
氏
に
関
す
る
超
難
問
の
筆
記
試
験
に
挑
戦
後
、
幸
村
公
へ
の
想
い
を

表
現
す
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
行
う
ス
テ
ー
ジ
に
立
ち
ま
し
た
。

　

優
勝
者（
真
田
幸
村
公
）に
選
ば
れ
た
、
愛
知
県
名
古
屋
市
で
戦
国
武

将
系
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
し
て
活
躍
す
る
、
歌ま

舞い

姫ひ
め

・
咲さ

く

耶や（
本
名
：
水

口
明
日
香
）さ
ん
は
、
自
前
の
衣
装
で
ス
テ
ー
ジ
に
登
場
。「
こ
の
コ
ン

テ
ス
ト
は
、
関
ヶ
原
合
戦
祭
り
に
出
演
し
た
時
に
知
っ
た
。
幸
村
の
魅

力
は
、
散
り
際
の
美
し
さ
と
軍
略
の
素
晴
ら
し
い
と
こ
ろ
。
真
田
氏
は

も
ち
ろ
ん
、
全
国
に
上
田
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
う
。
名
古
屋
の

お
も
て
な
し
武
将
隊
を
蹴
散
ら
し
て
や
り
た
い
」と
心
強
い
コ
メ
ン
ト
。

　

高
校
・
大
学
を
通
じ
て
学
ん
だ
弓
道
の
基
本
動
作「
射し
ゃ

法ほ
う

八は
っ

節せ
つ

」を
披

露
し
、
準
優
勝
の
影
武
者
・
穴
山
小
助
公
役
と
な
っ
た
、
高
瀬
和か

ず

江え

さ

ん（
富
山
県
滑
川
市
）は
、「
今
年
の
上
田
城
千
本
桜
ま
つ
り
で
初
め
て

上
田
市
を
訪
れ
、
す
っ
か
り
上
田
市
と
真
田
が
好
き
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
11
月
5
日
の
上
田
城
け
や
き
並
木
紅
葉
ま
つ
り
の
出
陣
の
儀

で
は
、
多
く
の
観
光
客
を
前
に
堂
々
と
信
州
上
田
観
光
お
も
て
な
し
武

将
と
し
て
の
初
陣
を
飾
り
ま
し
た
。

信
州
上
田
観
光
お
も
て
な
し
武
将
参
上
！
幸
村
コ
ン
テ
ス
ト

勝
者
は
幸
村
に
ぞ
っ
こ
ん
の
歴
女
!?

情
報
提
供
／
う
え
だ
原
町
一
番
街
商
店
会
、
信
州
上
田
ま
つ
り
実
行
委
員
会

「広報うえだ」へのご意見・ご要望などをお寄せください。
郵送、電話、FAX、Eメール（koho@city.ueda.nagano.jp）で、秘書課まで。
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